








要約

胎教が、妊婦の生活環境と出産へ及ぼす影響を、平成 4年度に引き続き検討した。今年度

は全国規模で胎教を行っている施設の実態調査、ならびに胎内記憶(Imprit)に対する基礎

的な調査を昨年度より継続して行った。

その結果、各施設において、妊婦が胎教を実践することは、その生活環境に変化をもたら

すものの、各施設毎の目的に見合う胎児、新生児に対する影響は客観的に証明されるには

至らなかった。また、胎内記憶の検討では生後 1～2 ヵ月で認められた反応が、生後日数

を隔るにつれ、弱まる傾向が示された。

次年度は、胎教を行っている妊婦を対象に分娩様式、新生児予後を調査し、胎教が出産に

及ぼす影響について検討する予定である。


